
 
 

全身固定時でも気道確保を容易にするヘッドイモビライザー 

の考案について 
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１ はじめに 

外傷傷病者に対する活動指針としてＪＰＴＥＣが広く浸透しています。ＪＰＴＥ

Ｃでは、高リスク受傷機転の外傷傷病者は、受傷時に頭部と体幹それぞれに異なる

外力が加わるため、頸部に強いストレスがかかり、頸椎・頸髄損傷があれば、生命

予後に加えて長期間にわたる機能予後に重篤な問題を起こしうるため、バックボー

ドによる全身固定（写真１）を実施し、脊椎保護を目的とする脊椎運動制限を行う

必要があると示されています。 

しかし、全身固定は頸椎カラーで頸部を固定した後にヘッドイモビライザーでさ

らに頭部及び頸部の固定を行うため、傷病者の急変時に気道確保を容易にできない

のが現状です。気道確保は生命に直結する処置であり、全身固定時でも気道確保を

容易にする方法はないかと考え、ヘッドイモビライザーの考案に至りました。 

 

２ 現状の問題点 

⑴ ヘッドイモビライザーが顔の側面に密着しているため、頸椎カラーのテープが

外しづらく、無理にテープを外すと頭頸部に動揺を与える可能性が高くなります。

（写真２） 

⑵ 頸椎カラーのテープを外した後に、気道確保するための指を入れる十分なスペ

ースがなく、指が下顎角に届かないため、確実な気道確保は難しいです。（写真

３） 

⑶ 頸椎カラーのテープを外した後に、ヘッドイモビライザーと下顎の間に指を入

れ込むことで、ヘッドイモビライザーと頭部との間に隙間ができ、頭部の固定が

不十分になります。（写真４） 
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３ 考案した器具の概要 

  今回は試作という形で、市販の発泡スチロールを現行のヘッドイモビライザーの

寸法に合わせ加工しました。（図面、写真５）ヘッドイモビライザーの一部を展開

できる構造としたため、気道確保するために手を入れるスペースを十分に作れるこ

とから、気道確保が容易にできるようになります。 

  ヘッドイモビライザーの展開可能な部分については、頭部側のストラップに干渉

しない長さ（１００ｍｍ）、気道確保をする際に下顎角が保持できる深さ（６０ｍ

ｍ）で切断しました。（図面、写真６、７）切断部水平面にマジックテープを接着

することでヘッドイモビライザーの一部が展開可能となります。（写真８、９） 

  

４ 考案した器具の活用方法（写真１０～１３） 

⑴ ヘッドイモビライザー体幹側のストラップを外します。 

⑵ ヘッドイモビライザーを展開します。 

⑶ 頸椎カラーのテープを外し離脱します。 

⑷ 気道確保を実施します。 

 

５ 考案した器具の効果 

⑴ ヘッドイモビライザーの一部を展開し、充分なスペースができるため、頸椎カ

ラーのテープが外しやすくなり、外す際も頭頸部に動揺を与える可能性が低くな

りました。（写真１２） 

⑵ ヘッドイモビライザーの一部を展開し、充分なスペースができるため、指が下

顎角にしっかり届くようになり、確実な気道確保が実施できるようになりました。

（写真１３） 

⑶ 展開後もヘッドイモビライザーの一部を残しており、頭部の固定を十分に継続

できるようになりました。（写真１４、１５） 

 

６ 今後の展望 

  現行のヘッドイモビライザーはＥＶＡ材質でできており、試作品の発泡スチロー

ル材質と比較すると、頭部を固定した際の密着度や材質そのものの耐久性が劣るリ

スクが考えられました。そのため、今後はＥＶＡ材質と同等の密着度や耐久性に富
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んだ材質での試作、または現行のヘッドイモビライザーに考案した器具の構造を取

り入れ、改良することが望ましいと考えます。 

７ おわりに 

気道確保は、一刻を争う生命に直結する重要な処置です。その中で、傷病者の急

変に迅速に対応するため「気道確保を容易にできるような器具を作成したい」そん

な思いで今回の考案に至りました。 

考案した器具の効果として、頭頸部に動揺を与えることなく、頭部の固定を継続

したまま、容易に気道確保ができるようになりました。今回は試作品という形で製

作しましたが、考案した器具の構造を、現行のヘッドイモビライザーに取り入れら

れれば、急変時にも迅速な気道確保が可能となります。 

今後考案した器具の構造のヘッドイモビライザーが標準化されることを望みま

す。 
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ヘッドイモビライザーと下

顎との間に指を入れ込む

ことで、矢印の方向へ拡

張する

写真１ 写真２

写真３ 写真４

全身固定

指を入れるスペースが

十分にない

頸椎カラーのテープが

外しづらい
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写真５ 試作品（左側） 現行品（右側）

図面
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写真６ ヘッドイモビライザー展開時に頭部側の

ストラップに干渉しない長さ １００ｍｍ

写真７ 下顎角がしっかり保持できる深さ

６０ｍｍ
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写真８ 展開時

①６０ｍｍ ②１００ｍｍ ③８５ｍｍ

写真９ 試作品（完成）
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v
v２ ３
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写真１０

写真１２ 写真１３

写真１１

試作品での全身固定 体幹側のストラップを外し

ヘッドイモビライザーを展開

頸椎カラー離脱 気道確保実施
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写真１４ 頭部の固定をずらすことなく

気道確保できる

写真１５ 展開後もヘッドイモビライザーの

肩にあたる部分を一部残している
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